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みると,大部分の農民は,わ ずか5パ ーセント弱の地主や富農によって搾取され,少 な くとも
70づ一セント以上の農民は貧 しい生活を強いられていたのである。この人たちは,当 時,貧 農
あるいは下層中農 と呼ばれていたが,こ の呼称はひ とつの階級的な概念であったのである。解
放前の農村では,人びとは,経済的地位によって,そ れぞれ地主 ・富農 ・中農(上 暦 ・中層 ・
下層).・貧農 ・雇農に分けられていた。これらのうちで,地 主と富農 とは,い わゆる農業生産
のために労働力を搾取する側の階級である。これに対して,雇農 ・貧農 ・下層中農の農民は,
ひどい挿圧と搾取とを強いられてきた人びとである。







か くして,土 地改革の勝利をえた農民たちは,そ れまでの封建 的な土地制度から解 放 さ れ
て,土 地は農民の個人所有制にかわったのである。しかしながら,経済的に豊かに な っ た の
は,中農のなかでも中層および上層の農民たちだけであって,貧農や下層中農は,相 変わらず
貧困から抜け出すことはできなかった。一方では,少 数の富裕中農は富農になろうとして懸命
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になり,小農経済が両極分化をおこすことはさけられな くなった。これは,中国の農村が土地
改革後に直面した重大な問題であった。
政府当局 と党中央 とは,こ うしたi両極分化の方向にある農村の実態を察知して,富農経済を
ユい
発展させることはまちがっており,生産の協同化が基礎でなければならないと指導したのであ
る。 したがって,中国全土が解放されたのちに,政 府当局 と党中央とは,農村の資本主義的搾
取を制限 して,それを消滅::させなけ姦ばならないといって,生産の協同化が先決であると繰 り























戸で,人 口は約25,000人である。公社の組織は,、下部に9生 産大隊(農 業5,工業2,商業1,水産
1.)があって,、さらに,生産大隊の下部組織 として82の生産隊がある。1
耕地額積は約1,935ヘクタールで,生産物は耕地の約40パー セン トで食糧をつくり,約30パー
セントで綿花,残 りの約30パー セン トの耕地には野菜などを作付けしていた。これはこの地方
の主要生産物であるが,そ のほかに副業として,牧畜 ・漁業 ・茸 ・薬草栽培,手芸などもなさ
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れ てい る。前述の82の生 産隊 は,ほ とんどが農業生産 に従事 してい るとい うこ とであ った。






ーセントにしかすぎない地元の地主と富農 とが所有 していた土地は,土地全体の約40パー セン
トであった。人口の約80・ぐ轡セン トを占めている下層中農 ・貧農 ・雇農の所有土地は約25パー
セントで,残 りの土地は,中,上 層中農と市街地に居住 している豪商,す なわち,い わゆる不
在地主によって所有されていた。
この城東人民公社の第7農 業生産隊は,現在43世帯から成っているが,か つては58世帯で一
部落を構成 していたとい う。その うち地主と富農は11戸で,こ の階層は土地所有とい う点から
みると,部落全体の64パー セン トを占めていたことになる。地主は3戸 あって,1戸 当たりの
平均は5.3・くクタール,富 農は8戸 あって,1戸当た りの平均は約3ヘ クタールであった。これ




区と郷の人民政府がつ くられ,郷 の下に,昔からある部落をい くつかまとめて管轄する行政村
が設けられた)'
このように,土 地改革以前の中国の農村の生活,と くに貧農や雇農に属 している農民たちの
生活は,否応なしに貧 しい生活を強いられるかたちになっていたことがわかる。、そこで,旧 中
国の農村の諸階級について簡単に述べてみよう。農村の階級には,前 述したように,雇農 ・貧
農 ・中農(下 ・中 ・上層)・ 富農 ・地主の五つの階級があった。これは,基 本的には,生産手
段の所有と労働力の搾取との関係によって把握 され,固定化されていたと考えることができる。
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にとどまっているという,いわゆる自営だけでやっていける農民たちである。これらの勤労農
民が,実 は農村人口の9割 を占めていたのである。















というのである。要するに,富裕な地主が貧 しい農民たちの労働力を搾取 しているとい う事実




① 「包租」あるいは 「耕地の借切 り」 というもので,貧農や雇農に属している農民たちが地
主から土地を借 りて耕作する場合に,毎 年1ム ー(約6,6アール)当 たりの小作料がきまって
いて,豊 作,減 収をとわずに定額の分は納めなければならない。納めるものはほとんどが米で
あるが,米 のかわりに大豆や綿花を納める場合 もある。納める量は土地のよしあしによって米








種 まきから収穫 までの労働 は農民 たちがや るのであ るか ら,種 や肥 料な どの負担が かれ らにあ
るのはもち ろんの ことであ る。 そして,そ の収 穫物の40パーセン トか ら50パーセン ト、ほ どを地
主 が とりあげてい る。 ところによっては,燃 料にす る作物 がらまですべて地主の ものになって
いた。 もしも,地 主 が種 ・肥料 ・畜力 などの生産手段 の一部,あ るいは夫部分 を出 した場合に
は,農 民 は,収 量 の半分以上,多 い ときに1さ70パー セ ン トから80パーセン トの量 を小作料 とし
て と りあげられ てい たとい う。












え,年末に小作料を取 り立てるときは,水 ましして1、ムー分として取 り立てた。.その程度をみ
ると・地 主が土地を・」・練 だす場合1・!ま・°・7ム冖乃至 は゜・8ムPを1ム 叱 して計鄭 ていた
とい う。
③大きな升に大きなおもり。これは,地 主が農民たちから名目以上のものを搾取するために





の悪徳商人や高利貸の搾取のやり方もさまざまで,あ る場合には,地主 ・富農 ・悪徳商人は,収
穫期を目前にして食糧を買わなければならなくなると,搾取する側の階級者は農民たちの貧 し
さにつけこんで,古 米や古麦を高い代金で売 りつける。しかも,収穫前で代金が支払えないと
きには,ま だ十分に成熟しない稲や麦をむ りやりに安 く売らせてしまうとい う,いわゆる俗に
い う 「青田買い」をやるのである。こうした地主階級の二重 ・三重の残酷な搾取のために,農
民たちは汗水流して働きつづけても,最抵限度の生活さえも維持することが容易でなかった。
したがって,多 くの貧しい農民たちは借金にあえぎ,財産という財産はすべて失って,一 家離




1949年の5月 に上海が解放され,同 年10月1日,には,長 期にわたる封建支配下にあったこの
中国 も;「中華人民共和国」として新しい中国の誕生をみたのである。その日から,この上海
市郊外の農村におセ・ても土地改革の兆しがみられ,そ れまでひとにぎりの地主 ・富農 ・悪徳商
人の搾取に苦 しんできた農民たちは,中 国共産党および中央政府の指導のもとに,反 動的保甲
制度(宋 朝から清朝までの封建社会の武装 「自衛」組織であって,国民党時代にも反動支配め
末端組織として利用され,解 放直前まで,都市から農村のすみずみまでかなりいきわたってい





あった。このたたかいによって,地 主階級の威勢が うちくだかれはじめ,農 民たちがうけてい
た搾取 もい くらか軽減 していった。そして,農民協会の威信と農民たちの階級的自覚が大きく
高まってい くなかで,農 村の基礎単位の幹部たちが,闘争を通してきたえられていったのであ
る。この幹部養成が達成 されるに従って,農民協会の組織はいっそう強固になり,ますます発
展して,1950年の暮れには,参加戸数は農家総数の70パー セ、ントから80パー セン トにまで達 し





飾 した・こうして謝 勲 な土地制度を徹底的師 ち砕憫 争が沖 颱#こ まき穆こ?た
のである。
しかし,農民たちのなかでも階層の違いによって,土 地改革に対する反応は異なっていた。









ものもかなりいて,封 建的な小作料や高利貸のあ くどい搾取をうけているので,こ の層のほと
んどの中農は土地改革を支持しだ。しかし,土地をかな り多 く持っていて暮 らしがわりあい安
定している一部のものは,土地改革から得るものが大きくないと考えて,わ れ関せずの態度を
とった。土地をたくさん持ち,搾取をおこなっていた富裕な上層中農は,自 分を富農としてみ













かくして,土地改革工作隊は下層中農 ・貧農`雇 農に依拠して中農 と団結し,農村に存在す
るすべての反封建勢力とも団結して,地 主階級に対する断固とした闘争を共同してすすめた。










るかを認識し把捉していらた。こうして,土 地改革をや りぬき,この根っこを除去 しようとい
う闘志をいっそう強 くしてい くのであるが,二その裏面には党中央の政策ど農民協会の指導があ
ったことはい うまでもない。




















いる農民には相応の配慮を加え,一般的に農民1人12アー ルから15アー ルを分配 した。土地を




配し,自 ら働いて生活を維持できるようにし,ま た労働のなかで自己を改造できる ようにし
た。
貧しい農民たちは長い年月にわたって,血 と汗を注いで切 り開いてきた土地をついに自分の





















あらわれて,農民協会や婦女連合会,青 年団,民 兵組織の中核 となった。土地改革以前の農民
たちは,ま さしく地主の奴隷そのものであったが,今はどこでも明かるく活気に満ちみちてい
て,本 当に農村の主人公となったのである。
しかしながら,た とえ下層中農 ・貧農 ・雇農に属 している農民たちが,農村の主人公 となっ
たことは事実であるにしても,最初に少 し述べたように,小農経済はまもな く両極分化をおこ
すにいたった6前章第1節 の①項で述べた現在の城東人民公社の,第7生 産隊の過去がそうで
ある。当時,58世帯のこの部落には,役 牛は全部で9頭,水 車は8台 しかなかっ た。 そ の う
ち,牛7頭 と水車6台 は富農と富裕中農の手にあったので,30数世帯もあった下層中農 ・貧農









代価とい う,より搾取であった。下層中農 ・貧農 ・雇農に属している人たちは,こ うした徴収の
実態に不満を抱き,
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「貧乏人はどこまでも貧 しく,牛を使 うことさえできなかった」9)
とい う。また,







まぜ,水 をふ くませて高値で売って不当な利益をあげたために,か れは経済的には普通の富農
をはるかにしの ぐ状態であったという。
yこに述べてきたように
,こ のような両極分化はますます高まっていって,下 層中農 ・貧農
・雇農に属していた農民たちの生活は,一 向に豊かにならなかった。 もしもこのような 状況









りくずそうとしたのである。滋 かしながら,貧 しさを強いられてきている農民たちは,決 して
ζれをだまってみてはいなかうた。党中央 と政府の指導のもとに,労 働力がようやく組織され
ようとしているときに富農分子や富裕中農たちは,逆 にかれらの足を必死になって引っぱって






て,闘 いによって勝利するのだとい う志気を大いに高め,あ くどい富農分子のだくらみをあば






革命路線に導びかれてつ くられたもので,す でに述べてきたように,下層中農 ・貧農 ・雇農と





























こうしてできた初級生産協同組合が,絶 えず発展 していったことはい うまでもない♂それま
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で小規模な商いを兼業していた農民たちは,店 を休業 してまで生産協同組合に入 りたいと強 く
願ってきたという。さらに,このことを換言すると,互助組 自身のもつ限界が生産力の発展を






初級生産協同組合がつ くられて2年 目の春,苗 づ くりの季節がやってきた。生産協同組合で
は,も み種を薄 く蒔 く新しい技術による苗づ くりをやってみた。 しかし,富 裕中農たちは自
分の苗づ くりの経験を信 じていたために,科 学的な技術を導入しないで,そ れまで通 りの厚蒔
きの方法をとった。早稲の穂に実がはいる頃になると,生産協同組合の稲は青あおと力強 く伸
びているのに,富 裕中農たちの稲は背たけも低 く茎 も細かった。1955年の秋の取 り入れの収量
の差で勝敗が決定したのである。こ うして,生 産協同組合は大豊作を勝ちとることができた。




















30数戸の雇農 ・貧農 ・τ下層中農が断固として社会主義的な協同生産の道を選んだゐで,組 合の
解体を実現することはできなかった。それのみかダ雇農 ・貧農 ・下層中農に属していた人たち
は,党 中央と政府の指導をうけて,組合の内部を整えて委員会を再建した。そして1新 しい主
任には貧農のなかから適任者を推 して,こ の層の協同組合の優位を確保 した。新しい 指 導 部








およぼ うとしていた。しふしガー方では,こ うし℃農業生産の協同化が進展して行 くなかで,















ていった。しばらく経っで,自 由売買の許可が出ると,この機に乗 じた一部の富裕中農は貧 し
述人だちをひきずり込んで,10数台の自転車を買って,自 分たちで栽培した野菜を売 りにい く
とい う商売をはじめた。これらの事実は,右翼的な日和見主義の路線が,ブ ルジョア階級と農
村の自然発生的資本主義勢力との願いを,次 ぎく反映したものであることを立証 している0
このことについては,毛沢東主席が 「農業協同化の問題について」(毛 沢東7集 に収録)と
題して,次 のような論文を発表している。すなわち,




















の収入が富裕中農の水準に近づ くか,あ るいは同じ程度にまで伸びてきたことを意 味 し て い
る。また,初 諏生産協同組合にすでに入っている富裕中農の大部分は,党 中央や政席当局の指
導と教育とをうけて,上 級生産協同組合が初級のそれよりもよりす ぐれてお り,e同化の進展
の道は,階 段を上がるように一歩一歩高まっていくのであるとい うことを,次第に認識 し理解
するようになってきたということである。;、 、/
たとえば,城 東地区にある初級生産協同組合では,生産協同組合をつ くった最初の年,す な
わち,1954年の収穫期に労働に応 じて分配された総額は12,341元,土地に応じた玲配は.4,728















なかで,雇農 ・貧農 ・下層中農に依存して,中 ・上層中農と団結するという,いわゆる党中央
の指針 とその政策とをつらぬいたのである。とりわけ党中央と政府とは,雇農 ・貧農 ・下層中
農に属していた人たちが,社会主義的農業生産を積極的に推進していることを知って,暖 かい





「雇農 ・貧農 ・下層中農は,国 からあと押しされているので腰骨が強い」13)
といって,羨 しがったとい う。















上級生産協同組合は,初 級の組合と比較 して資金を割 りあい多 くもっているので,以前は買
えなかったような大型農具や農業機械が買えるようになった。城東地区の生産協同組合では,
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上級となったその年に,そ の他の協同組合 と同様に主な生産手段を 大幅に増や した。 たとえ
ば,農業用船を2隻 から5隻 に,脱穀機を3台から12台に,水車を18台から24台に,撤粉器を
0台から8台 に増やしたのである。このほかにも,国家からの支援を受けてかなり大型の基本





























展 させるために,大 きな貢献をしようと申し合わせたのである。そして,そ の目標を実現させ
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るために,城東地区の13の上級生産協同組合は,1958年1月にそれぞれの郷村の共産党委員会
の指導 をうけて,まれにみる厳寒をものともせず,そ れまでに見られなかった大規模な 「水利
の闘い」の火ぶたを切った。
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「工業,農 業,商 業,教育,軍 事は躍進に躍進を重ねて躍進しょう」17)
とい うスローガンのもとに,大 いに張 り切って各方面の仕事に取 りかかった。こ うして,ま さ
に駿馬の大軍に似た全面的な大躍進のきっかけがつ くりだされていった。とくに,農業生産の
「八字憲法」(1958年チ毛主席が中国農業の経験を締め くくって制定 した科学的な農耕の綱領
で,八字とは,土=深 耕と土壤の改良,肥=肥 料,水=水 利,種=良 種の育成,密=・合理的な
密植,保=作 物の保護と病虫害の防除,工e工 具の機械化,管=耕 地の管理の八項)が 農民た
ちの間に深 く根をおろしはじめて,農業生産の発展を力強 く導びいた。
多くの雇農 ・貧農 ・下層中農の農民たちが,社会主義的農業生産を希望するのは,貧 しかっ
た過去の歴史からくるものであって,誰 もこれをはばむことはできなかった。こうして,主 生
産の農業はもちろんのこと,その他の副業や関連企業においても,b大きな足どりで前進するこ

















国営の トラクター ・ステーションから大型の トラクターがやってきても,田畑が狭小のために







題 となって,上級組合の幹部と農民たちは,こ の間題について真剣に思いをめ ぐらした。
こ うした農業生産の大躍進の高まりのなかで,上 級生産e同 組合に存在している矛盾を感じ
とって,こ の矛盾の解決方法を最 も真剣に探し求めていたのは,い うまでもなく雇農 ・貧農 ・
下層中農といった,い わゆる積極的に社会主義路線を推進 してきた多くの農民たちであった。
たまたま毛沢東主席が,
「人民公社はすばらしい。その人民公社のよい点は,工業 ・農業 ・商業 ・教育 ・軍事をひ
とつに結びつけることができるので,指導しやす くなることにある」18)
と指導したこともあって,党 中央は,農村に人民公社 をつ くる問題について,中 国共産党中央
委員会は決議し採択したのである。やがて党中央の指示が城東地区に伝わると,組合の幹部や














代表 して人民公社を造 りたいと願い出た。こ うして,七 里営人民公社の見学報告集会が,ただ
ちに嘉定県内の 「人民公社設立準備委員会」となったのである。この喜ばしいニュースがまた
た くまに城東地区のすべての組合員たちに伝わると,農民たちは勇んでこれに共鳴した。





に負けてはならないとい うことで,か れらに闘いを挑んだのである。ところが,こ の城東地区
にまもなく人民公社が設立されようとしていた矢先,秋 の実 りを目前にした8月 下旬に,風速









の性質,方 針,政 策について学習を深め,繰 りかえし討議を重ねていった。続いて,人 民公社
への参加を申し出る大衆的な行動の高まりが現われた。その間わずかに1週 間であったが,情

















赤旗や人民公社成立のプラカー ドを押 し立て,大 きな決意書をかつぎ,竜のおどりをくね
らせ,獅子舞いを舞いながら,社員たちの列は会場へと向かった。
午後3時会場の議長壇から ミ親愛なる同志の皆さん,われわれが久しく待ち望んでいた人
民公社が,今 日正式に成立 しましたミとい う力強い声が響きわたった。このとき,会場に
は天地をゆるがす歓声と,ド ラや太鼓の音が湧きあが り,爆竹が鳴り響いた」20)
と記 している。こうして,新 しく生まれた城東人民公社は,至 る所で活気にあふ れ て い た。
1958年10月の末,人 民公社の社員(か つての雇農 ・貧農 ・下層中農を中心 とした農 民)だ ち
貧困とのたたかい35
は,公社が成立 してのち,最 初の秋の農繁期の仕事に取 り組んでいた。男も女も鎌をふるい,
たがいに競争 し合いながら喜喜として働いた。腰を伸ばし額の汗を拭いて,四 方に広がる田畑
を見渡すとき,社員たちは,
「この見渡す限 り広がる耕地 も,エ ンジンの音 とともに走る トラクターも,みんな人民公
社のものだ」21)
と心のなかで叫ばずにはおれなかったという。
この人民公社の特徴 といえば,① に大,② に公(「大」=人民公社の規模が,以前の上級生産
協同組合よりはるかに大きい。 「公」一公有化の程度が上級組合のときより高い)と いう点に
ある。城東人民公社は,早速公社級の土地所有 と大型農機具との所有制度をつ くった。それは,
主として トラクター ・ステーション,電力灌漑,排 水綱,公社経営の工場,大 型の牧場,気 象
スーテション,放送設備など,上級生産協同組合のときには造れなかったものをつ くり,その
他の企業や事業を公社単位で起こしていった。とくに,人民公社が政社合一(政 権と経済組織
をひ とつに結びつけたもの)と なったので,党 中央は国家の幹部を人民公社へ派遣して指導力
を強め,国 家が資金を投入して,電 力灌漑,排 水ステーションなどをつ くって,それを公社が
管理して使用できるようになった。かくして,公社級の集団耕作や集団経済は,社会主義的な
国家所有性の要素を帯びはじめた。













理的なのか,公社や生産隊の規模はどれ ぐらいであるのが望 ましいか,公社 と生産隊との関係
はどのように処理するのかなどの,一連の新しい問題の解決に迫 られていた。自分たちの連帯
した力でもって,城東地区の大地に人民公社を築き上げた農民たち とその幹部は,党 中央 と入
民政府の指導にもとついて,自信にあふれた闘争の実践のなかで経験を積み重ね,限 りない前



























といって断固として反対 しだ。1958年12月,毛沢東主席が自ら主宰して,共 産党第8期 中央委
員会第6回 総会を召集した。この総会で 「人民公社についての,若 干の問題に関する決議」を
制定した。この決議は・中国農民が人民公社を創建した経験を締め括って,人民公社の発展の
方向を明らかにしたものである。この決議が意味するもうひとつの意図は,前述 したように,
一部のブルジョア階級たちがなんの根拠 もなく,農村の人民公社は 「す ぐさま全人民所有制に








商品,価 値,貨 幣,価格の持つ積極的な作用を否定しようと計画しているが,こ のような考え
方は社会主義建設の発展にとって不利であり,したがって,これらの計画が正しくないことを
はっきりと指摘している。
1959年の2月 に,党中央はふたたび政治局拡大会議を召集して,こ の会議で 「共産風」の誤
りをさらに批判して,農 村の各級の党組織が断固としてこの誤 りを正すように要求した。この
会議は,ま た,人民公社は当面は級に分けて管理をおこなって,級 ごとの独立採算制を取るな






大会議と社員代表者会議を相次いで開催 し,党の第8期 中央委員会第6回 総会の決議を伝達し
て討議した。これと同時に,冬季 ・春季の生産 と結びつけながら,人民公社を整頓して強固に
する仕事,す なわち人民公社を整頓する整社工作をはじめた。人民公社は3月 のはじめ,作業
班長を含む2,000人あまりが参加する四級幹部会議(人 民公社,生 産大隊,生 産隊の三つのク





















金として支出 した。また,それまで公社が所有 していた公益金175,000元のうち,50パー セン
トを生産隊に,20パー セン トを生産大隊に渡して管理 させ,公社には30パー セントを残した。
かくして人民公社は,党中央や政府の指示に従って,生産大隊や生産隊から調達した労働力,
土地,家 屋などについてもこまか く処理した。まず,調達 していた労働力については,出来る
かぎりもとの所属単位に返すとともに,一 定の労働報酬を与えたのである。それ以外のものに
ついては,①現物で返す,② 実物で精算する,③借用の形をとる,④賠償を支払 うデとい う四
つの方法をとった。
こうして,この1年 来,公社 クラスの経済は無から有へと発展 していった。1959年の農業の
生産額は2,497,600元に達 し,人民公社の三級(公 社 ・生産大隊 ・生産隊)の 経済全体 からし
て,同 じ年にあげた総生産額の29パー セン トを占めていた。 とくに,工業の生産額は飛躍的に
進展して,前年度の約2倍 の2,219,600元の収益となっている。商業の場合でもそうであ り,
商品小売総額は前年度同期のそれと比べて,約25パー セントの伸びをみせ,綿 ギ ヤバや毛糸製
品といった主な品目の売上金は,い ずれも大幅な伸びをみせている。解放前の農民たちは,貧
しさのために衣食にもこと欠いていたのに,公社経済となった途端に,分配される報酬は予想
以上に増えたので,その暮らしは安定 して良 くなったとい う。
城東人民公社は,こ うした激 しい階級闘争 と貧困との闘いを経て,貧 しさを強いられてきた
農民たちは,党 中央や政府の指導のもとにすべてに勝利をおさめて,1960年代へと足を踏み込
んだ。それは,土 地改革の年からすると10有余年,プ ロレタリア階級闘争とい う新しい形態に
入ってからでも,す でに5力 年の歳月が経っている。こうした農民たちの闘いの実践は,正 ・
反両面から多 くの有益な経験 と教訓 とをもたらした。これらの経験と教訓とを真剣に締め括 る




るように導びいた。1961年のはじめ,党 中央が主宰 して 「農村人民公社工作条例」(つまり,
1961年6月に補足 ・改訂された 「六十条」で,党 中央は,翌年の2月 に人民公社の基本i採算単
位を生産隊に置 くことを決定 した。その後,同 年9月 の中国共産党第8期 中央委員会,第10回
貧困とのたたかい39
総会で採択された 「六十条」のなかに書きこまれた)を起草 した。これは1農村人民公社の綱
領的な文書であるといわれている。とくに,こ の 「六十条」は1958年以来,中 国の農村人口が
約8億 人といわれているなかで,約80パー セン トを占めている勤労農民大衆が,人民公社を成
立させたその経験を締め括って,農 村人民公社の当時の性質,組織,規 模,所 有制,分配制度,





























合は,生産隊ではとても買えない農業機械の購入 と,使 用に 関して 調整するとい うことであ
40社 会 学 部 論 叢
る。そして,生産隊 クラスでは述べてきたように,内 部関係の調整 と,人民公社の優越性とを
より十分に発揮 させ,社 会主義的 農業経済の発展を 目指すものでなくてはならない。 すなわ
ち,人民公社の生産隊を基礎とした三級所有制度は,人民公社の 「①大 ・②公」とい う基本的
な特徴があって,農 村の生産力を高めることによって,貧 困の 根っこを断ち切るという闘い
の,大 きな基礎となったことはいうまでもない。
あ と が さ
以上述べたように,生 産手段 と土地所有 との調整が進められてい くなかで,農 業人民公社は
総括の うえにも総括 し,さ らに批判 と討議 とを重ねて,ますますの大躍進を達成して行 くので
ある。いま少 し土地所有にその例をとってみると,城東人民公社第3生 産大隊には現在13の生
産隊がある。その第7生 産隊は,第1章 に述べたように,か つては58世帯をもって1部隊を構
成 していた。ところが,人民公社が誕生した翌年の1959年に,城 東人民公社内の生産隊の規模
を調整したときに,分散 していた土地と13世帯とが隣接する生産隊に調整されて,第H章 の第




付面積約2ヘ クタールを第6生 産隊に,1.7ヘクタールを第5生 産隊に,約1.3ヘクタニノレを第
9生産隊へと調整 されたので,第7生 産隊の所有土地は約57ヘクタールとなった。しかし,城


















ここにもう少し述べておきたいことは,前述 した 「六十条」を貫徹するための,も うひとつ
のかなり重要な内容ともいえる,いわゆる社員の家庭副業(養 豚,家 禽,乳 牛などの飼育,野
菜作 りや茸 ・薬草などの栽培)に ついての政策を実行するということである。この副業生産を
おこなう場所は,主 として自留地(生 産隊を基礎とした 「三級所有制度」による公共土地り う
ち,も ろもろの条件を考慮したうえで,0.5パー1セントから0.8パーセン トの割 りで社員全員に
分配して使用させる土地)で あるが,第7生 産隊の場合は,こ の自留地も他の生産隊と比べる
と多い。したがって,こ の副業生産は,社会の生産力がまだ十分に発展していない条件のもと
では混 会主蘇 団経済にとって.;.な補充的紛 であった・期 麟 の.m的 儺 を保調
る条件のもとでは,社 員が集団労働の余暇や休 日を利用して,家庭副業を発展させるのを許す
べきであって,また,励 ますべきであると 「六十条」は規定している。第7生 産隊でもこの規
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12)「毛 沢 東 選集 」 第4巻 所収 「農 業 協 同 化 の 問題 に つ い て」 中。





18)「毛沢 東 著 作 選」531ペー ジ。
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24)同 上 。
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